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　2025年、栃木県内では前年より１０２件多い４０４８件、死者数は９人多い
６９人となり、いずれも過去５年で最多となりました。交通事故の多くは、ドライ
バーの一人ひとりが「しっかりとした安全確認」を行い、「交通ルール」を遵守する
ことで防げるものです。
　栃木県における信号機のない横断歩道での「車の一時停止率」は、2018年の
調査（JAF調べ）では全国最下位という不名誉な記録でした。しかし、その後の県
民一丸となった取り組みにより、2023年には過去最高の全国3位（停止率
74.8％）を記録。ところが、2024年の調査では67.9％（全国11位）へと後退
し、一瞬の緩みが結果に表れる形となりました。
　さらに、2025年度には県内で交通死亡事故が相次ぎ、「交通死亡事故多発警
報」が複数回発令されるなど、非常に危機的な状況に直面しました。この警報は、
私たちの身近な道路に命の危険が潜んでいることを示す警鐘にほかなりません。
　車両運転時の交通ルールの徹底こそが、交通事故のない栃木県をつくる土台
となります。尊い命を未然に守るため、今一度、初心に立ち返った安全確認を徹底
しましょう。
　2026年度も「TEAM STOP TOCHIGI」は、悲惨な事故を一件でも減らす
ため、さまざまな啓発活動を展開してまいります。

2018年　0.9％ 最下位
2019年 13.2％ 29位
2020年 14.2％ 36位
2021年 31.0％ 22位
2022年 44.9％ 22位
2023年 74.8％　3位
2024年 67.9％ 11位
2025年 67.8％ 10位
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●交差点では、前方左右の安全を十分に確認!!
●一時停止の標識のある場所は必ず停止、
そして安全確認!!
●エコドライブ
　そのゆとりが安全運転!!
●ヘッドライト
対向車等がないときは原則ハイビーム!!
●シートベルト
後部座席も締めて全席着用!!
●「歩行者」や「自転車利用者」は、反射材を
必ず着用!!

交通事故に遭わないために

交通事故

ゼロ！ゼロ！

本県と全国平均の停止率推移 本県停止率推移
（2025年11月30日の下野新聞記事参照）
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歩行者が待っている横断歩道は

赤信号と同じ！
確実に止まりましょう

「TEAM STOP TOCHIGI」は、思いやりの心をもった、みんなに優しい運転をするドライバーが
一人でも増えることを願い、下野新聞社が企画した交通安全啓発キャンペーンです。 　
企画監修／栃木県警察本部　企画制作／下野新聞社 ビジネス局

一般財団法人
栃木県交通安全協会


